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所属メンバー 
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外来患者数  のべ 1627 人/年 

 

  

入院患者数   のべ 88 人/年 

１型糖尿病 

2 型糖尿病 

間脳―下垂体疾患 

甲状腺疾患 

骨系統疾患 

性分化疾患 

など 

 

その他の特色ある診療内容  

成人成長ホルモン欠損症に対する治療 

SGA 性低身長に対する GH 治療 

甲状腺疾患、副腎疾患のスクリーニング精査施設 

副腎皮質過形成のタンデムマススクリーニングの開始（札幌市衛生研究所との共同） 

CGM(持続血糖モニター)を併用した 1型糖尿病に対するインスリンポンプ治療 

骨形成不全症に対する治療 

成長障害疾患に対する CGH、SNP アレイ検査の実施 



成長障害疾患に対する次世代シークエンサーによる病因解析 

21-水酸化酵素欠損症の出生前診断・治療 

バセドウ病に対するアイソトープ治療 

遺伝子診療にもとづく包括的医療 

低フォスファターゼ血症に対するアスフォターゼ補充 

低りん性くる病に対する新しい治療 

 

 

関連病院内分泌外来 

千歳市民病院 

王子病院 

室蘭日鋼病院 

江別市立病院 

美唄市立病院 

帯広協会病院 

帯広厚生病院 

釧路日赤病院 

中標津町立病院 

根室市立病院 

 

 

研究内容 

1. 先中枢性先天性甲状腺機能低下症の新たな成因の検討 

2. G 蛋白共役受容体異常症の病態解明と新しい治療 

3. 先天性下垂体疾患の次世代シークエンサーのよる解析 

4. 先天性尿細管疾患の成因の解明 

5. 成長障害に対する CGH アレイ検査、次世代シークエンサーによる成因の検討 

6. 先天性糖尿病の成因解析 
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